超シンプル簿記システム

1 概　要
個人で事業を始めた人にとって、青色申告制度は是非利用したいもの。しかし、帳簿をつけることはエクセル等で簡単にできるものではなく、且つわざわざ市販されているものを購入するほどではないという方も多いのではないでしょうか。このソフトは、ある程度の簿記の知識があり、自分で手書きで帳簿をつけることは出来るけれども面倒なので簡易ソフトが欲しいという方向けのものです。

フリーの会計ソフトはたくさん出ていますが、このソフトは余分な機能を極力省き、自分で仕訳が出来る方が手書きで帳簿をつける感覚で入力できるようにこだわってみました。ですから画面に余分なボタン等は一切ありません。

2 主な機能

仕訳伝票入力，仕訳伝票検索，元帳問い合わせ（印刷），経費帳，試算表，損益計算書，貸借対照表，科目別月間集計表

3 お勧め機能

テンキー入力機能

勘定科目に系統立ててコードを付加する事により、毎回コンボボックスから該当する科目を探す必要なく、コードを入力する事により科目を選択する事が可能。

事業主負担自動按分機能

該当する科目と事業主負担率を登録しておく事により、入力された金額を自動的に負担率にしたがって経費と事業主貸に分割してくれます。

青色申告用科目番号対応機能

決算書類にはシステムで設定した勘定科目コード以外に青色申告用書類に対応したコードを追加する事が出来、青色申告時に入力がし易い親切設計となっています。

カテゴリー別摘要登録機能

摘要と貸方・借方科目を登録しておく事により、摘要を選択し金額を入力するだけで仕訳が完成します。またカテゴリーにしたがって摘要を登録できるので、摘要がたくさん増えてしまっても探すのに苦労しません。

4 初期設定

1 勘定科目の登録

（※サンプル科目を登録しておきますので必要に応じて修正・追加してください。）

勘定科目コード
基本的な科目は登録してあります。

科目コードは5桁（上3桁勘定科目コード+下2桁補助科目コード）で構成されています。

補助科目が存在しない科目の場合は下2桁が00となります。

同じ勘定科目で複数の補助科目が存在する場合、上3桁は同じコードになり勘定科目名も同じになります。

科目種類
資産・負債・収入・支出・資本・諸口の6種類が予め登録されています。

諸口は便宜上借方科目として設定してあります。

申告書番号
青色申告用紙の番号を対応する科目に記入します。

貸借対照表や損益計算書に科目名と共に出力されますので、転記が楽になります。

勘定科目名
科目コード上3桁が同じ場合は同じ勘定科目名を設定してください。

補助科目名
下2桁が00以外の時に入力してください。

期首残高
期首残高を入力してください。

経費フラグ
経費科目にチェックしてください。

経費帳に載せるかどうかのフラグです。

繰越不要フラグ
次年度繰越時に期首残高をゼロリセットする科目にチェックしてください。

今のところ繰り越し機能が追加されていないので、意味はありません。

2 摘要の登録

入力を簡易化するための機能ですから、登録されていなくても全く支障ありません。

幾つか摘要を使わずに入力を行い、何度も発生する科目を少しずつ登録していく方法が良いかもしれません。

3 摘要種別の登録

「（なし）」が初期値として登録されています。

摘要が増えていく時に、カテゴリー分けをするために使います。

仕訳伝票入力時に、適用種別を選択しますと、摘要を絞り込んで選択することが可能になります。

4 事業主負担率の登録

（※サンプルを登録しておきますので必要に応じて追加・削除してください。）

特定の経費科目が入力された時には事業主負担分と経費に按分させたい場合に登録します。

勘定科目
同じ勘定科目でも按分するものとしないものに分けられる場合は補助科目として登録しておき、補助科目単位で管理することにより、按分機能を効果的に使用できます。

諸口科目
按分する際には一度諸口に振り替えた後に事業主貸と経費科目に振り分けます。その時に使用する諸口科目を設定します。全部共通の諸口科目でも構いません。

事業主負担比率
経費のうち、事業主負担分の割合を入力します。100%を１として入力します。

（例：電気代のうち40％が経費で60%が事業主負担とした場合、0.6を入力します。）

5 期首残高のバランス確認

一通り勘定科目等の設定を終えたなら、合計残高試算表を開き、1月度で構いませんが借方と貸方の月末残高の合計が一致している事を確認してください。一致しない場合、再度各資産科目、負債科目の残高を確認し、誤差は資本科目（元入金）で調整してください。

5 使用方法

1 仕訳伝票入力

画面にしたがって、日付、借方科目、貸方科目、金額、摘要を入力して下さい。

摘要から入力する場合
入力するレコードにカーソルを置いた状態で、フォーム上部の摘要種別と摘要を選択してください。摘要種別を選択しなければ、すべての摘要がコンボボックスに表示されます。
摘要を選択すると、カーソルのあった行の借方科目、貸方科目、摘要が呼び出されます。摘要の内容は呼び出された後に変更する事が可能です。
摘要の部分はコンボボックスになっており、過去に入力した摘要を選択する事も可能です。

摘要から入力しない場合
借方科目、貸方科目、金額、摘要をすべて入力してください。摘要を空欄にしますと、検索がうまく働かなかったりする事があります。
勘定科目はコンボボックスで選択する事もできますし、科目コードを記憶しているならばその数字を入力する事によってもできます。

借方科目に入力された科目と事業主負担マスタに登録されている科目が一致した場合、「事業主負担割合が設定されています。設定に従って按分しますか。」というダイアログが表示されます。「はい」を選択しますと、諸口科目を経由して按分するために２レコード追加されます。

日付にカーソルがある状態で、「+」「-」を押す事により日付を変更できます。

2 仕訳伝票検索

検索したい項目に該当するキーワードや数字を入力し、検索ボタンを押してください。

検索結果を直接修正したり削除する事も可能です。またこの画面で新規に仕訳伝票を追加する事も可能です。
ただし、検索結果フォームでは、経費自動按分機能は働きませんのでご注意ください。
日付にカーソルがある状態で、「+」「-」を押す事により日付を変更できます。

3 元帳問い合わせ

科目ごとの総勘定元帳をフォーム上で閲覧できます。
勘定科目をコンボボックスから選択するか、勘定科目コードを入力して決定させてください。勘定科目が決定すると同時にサブフォームに明細が出力されます。
フォーム上部にある印刷プレビューボタンをクリックすると、印刷イメージでプレビューが表示されます。印刷プレビューでは月ごとの小計も出力されます。

4 経費帳

経費科目ごとの明細を印刷プレビュー形式で閲覧できます。
開始勘定科目と終了勘定科目を指定する事ができます。指定しなかった場合、最初から最後までとなります。開始のみもしくは終了のみの指定も可能です。
5 試算表

借方と貸方の合計残高が等しいかどうかを確認します。印刷プレビュー形式で確認できます。

6 決算書類

損益計算書および貸借対照表を印刷プレビュー形式で確認できます。

7 科目別年間計

各勘定科目の月ごとの発生金額の集計表が一覧で表示されます。

6 その他

ご要望・ご質問はメールにて承ります。　　mynami@office.to

追加して欲しい機能等がありましたら「シンプル」というコンセプトに合っている限り対応していきたいと思いますので、リクエストお寄せください。

